
２０１８年度

人事プロへの基礎を学び、認定を受ける実践塾

ラーニングワークス・インターナショナル

知恵プラス株式会社

ＨＲ塾（ＨＲＭプロフェッショナル実践塾）



プログラムの狙い

■存在を期待される人事プロフェッショナルの基本と仕事の進め方を学ぶ場です。

■人材マネジメントのコンセプトと制度設計の基本を学ぶ場です。

■教わるのではなく、自分で考え、行動して学ぶワークショップの場です。

■人材マネジメントのプロになるための自分のＨＲノートを作る場です。

■人事部門の課題展開の仕事の仕方の基本を学べる場です。

世界に通用する人事のプロフェッショナルの育成を目指します。

プログラムの特徴

プログラム全体概要

ワークショップの進め方

自分で考え行動して学ぶ

質問

講義 演習

発表

認定

認定テスト

ＨＲノート

メール

塾生 塾長

塾生

事務局

自身の人事課題

ＨＲＭ理論
学びと修得認定の場

塾長の３０年のノウハウを共有

事前課題
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
＜第１回＞

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
＜第２回＞

２週間前 ２日間 １年間

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
ＨＲノート

ワークショップ
＜第３回＞

２日間２日間
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講師（塾長）

光富敏夫 （ラーニングワークスインターナショナル代表、グローバルマネジメント研究所 取締役）

自動車メーカーで３０年間勤務し、２００５年に理念先行型企業への人と組織のコンサルタントとして独立。

その後、人事スタッフ育成のＨＲ塾、企業のグローバル化支援のコンサルティング、経営理念の共有支援、

管理職研修、海外現法幹部研修など、人と組織をグローバルで強化するサービスを提供している。

2012年からはミャンマーでの経営人材の育成に取り組んでいる。

開催要項

問い合わせ先

知恵プラス株式会社 〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡1-2 菱興高島台第三ビル7階

Tel：045-290-6634 Fax：045-290-6635

担当：服部美紀 / 指方大輔 info@cheplus.com

研修会場

参加企業実績

旭化成グループ、アサヒビール、アサヒ飲料、カゴメ、日本ＩＢＭ、ＴＤＫ、ハウス食品、

東京海上日動火災保険、大成建設、味の素、テルモ、成田国際空港、日清製粉、NEC、

萬有製薬、東電グループ、モルガンスタンレー証券、アルプス電気、大鵬薬品、カルビー、

ダイキン工業、太陽日酸、メディネット、dip、BLACKROCK、中外製薬、パナソニックテレコム、

富士フイルム、ヒューマンリンク、安藤ハザマ、川崎汽船、テツゲン、ホンダロジスティックス、他

（敬称略）

受講料

ＨＲ塾第１６期 130,000 円 （資料代、添削代を含む。消費税は含まず）

9月6,7日 ） ちよだプラットフォームスクウェア会議室（東京都千代田区神田錦町3‐21）

＜ＨＲ塾第１６期＞
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■ 第１回ワークショップ ２０１８年 ９月１８日（火） ０９：３０～１７：００
９月１９日（水） ０９：３０～１７：００

■ 第２回ワークショップ ２０１８年 １０月１８日（木） ０９：３０～１７：００
１０月１９日（金） ０９：３０～１７：００

■ 第３回ワークショップ ２０１８年 １１月１９日（月） ０９：３０～１７：００
１１月２０日（火） ０９：３０～１７：００



回 日程 学習内容 事前準備 担当 時間

１ 9月18日

「人事労務担当者の７つの基本」
「人事労務管理の思想」
「人事管理ー採用の基本と実践」
「人事管理ー配置・活用の基本と実践」

「人事労務管理の
理論」の読込み
採用・配置・活用に
関する事前質問

光富
１日
６時間
３０分

２ 9月19日
「人事管理ー人材育成の基本と実践」
「人事管理ー評価・処遇の基本と実践」

人材育成・評価に
関する事前質問

光富
１日
６時間
３０分

３ 10月18日
「労務管理ー労務管理の基本と実践」
「労務管理ー労使関係の基本と実践」

労務管理に関する
事前質問

光富
１日
６時間
３０分

４ 10月19日
「報酬管理ー賃金制度の基本と実践」
「報酬管理ー福利厚生の基本と実践

報酬管理に関する
事前質問

光富
１日
６時間
３０分

５ 11月19日
「組織管理ー組織開発の基本と実践」
「組織管理ー企業理念と組織活性化の実践」

組織管理の関する
事前質問

光富
１日
６時間
３０分

６ 11月20日
「人材マネジメントの変遷」
「世界化・多様化への人材マネジメントの課題」
「人事スタッフのこれからの仕事の仕方」

ＨＲＭ将来課題に
関する事前質問

光富
１日
６時間
３０分

内 容

参加者の声

・人事の仕事について整理して学べたことに加え、仕事の進め方、スタンスについて学べた意義が大きいと感じます。

・本質的な部分をしっかりと考える必要性や、効率的に議論を進める難しさなど大変に勉強になりました。

・議論を通して他業種の方の意見を聞けたことで大変参考になりました。

・学者さんではなく実際に企業の人事部門の一線で活躍されてきた方のお話でしたので、非常に説得力があり、
全て興味深く学ぶ事ができました。

・講師は理論と理念のバランスが非常にとられており、経験値の高さと国際感覚に優れ、さすがだと思いました。

・人事のプロを育てる決意をまざまざと感じました。
・人事のノウハウというものを惜しげもなく出していただき感謝しています。質問すればするほど出てくる引出しの多さ
にはただ驚嘆するばかりでした。私自身、本社・工場・研究等で人事・総務でのプラスの経験をつんできたつもりでし
たが、器用にこなしていただけで足元がぐらついていたことを改めて感じました。基本に立ち返り、足元を固め、信念
を持ちながら「人事」という仕事をすすめていくことを決心しました。

・高度成長時代からの日本の人事の歴史を振り返るとともに、今後の変化因子を考える演習は大変有益だった。

・毎回の認定テストも大変でしたが、知識吸収の確認としてはありだと思いました。

修了認定書の発行

全６日間の講座受講と各講座の認定テストの結果で、「HR-Basic （HR塾）」の修了認定書を発行します。

塾長の３０年に亘る人材マネジメントの知識、ノウハウ、経験、実践事例などが

豊富に入ったテキスト

ＨＲ塾（ＨＲＭプロフェッショナル実践塾）



7 25

プログラム概要
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１．藤澤さんから学んだこと

２．「人事労務管理の思想」からの学習

３．私のキャリアマップ

４．私のHRノート

５．人事労務管理への私の７つの基本

１．人事労務管理の理論の変遷

２．「人事労務管理の基本理論

３．人事労務管理（ＨＲＭ）の全体図

１．社員区分

２．採用管理と基本方針

３．採用管理のプロセス

４．採用に関係する法律

５．採用に関する変遷

６．各社の採用活動への取組み事例

７．採用担当者に期待される役割

１．人材育成は企業の戦略的課題

２．人材育成に関する考察

３．求められる能力

４．人材育成のＰＤＣＡと労働法・費用

５．研修プログラムの設計と効果測定

６．人材育成の潮流と各社の事例

７．人材育成担当者の役割

１．配置･異動・活用の基本的考え方

２．人事異動の観点とプロセス

３．社内格付けと昇格管理

４．キャリアとキャリア開発プラン

５．配置・異動の各社の取組み事例

６．人材活用課題（女性・高齢者・外国人）

７．配置・異動・活用の担当者の役割

１．人事評価制度の狙いとありたい姿

２．人事評価制度の管理者の役割

３．人事評価制度の設計

４．目標管理制度と人事評価

５．人事評価のＰＤＣＡ

６．各社の人事評価制度の事例

７．人事評価の担当者の役割

１．処遇制度のフレームワーク

２．報酬での処遇

３．昇進や資格付与での処遇

４．表彰による処遇

５．魅力的な仕事による処遇

６．各社の処遇制度の事例

１．賃金と賃金制度

２．給与計算の実務

３．賃金体系の設計の基本

４．各社の賃金制度の改定

５．これからの賃金の考え方

１．福利厚生とその目的

２．福利厚生費

３．日本の福利厚生制度の変遷

４．福利厚生制度の事例

５．福利厚生制度の設計

６．福利厚生制度の改定事例

７．退職金

１．労務管理の基本

２．労務管理に関する法律

３．就業規則と労働協約

４．労働組合と労使交渉

５．就業管理と苦情管理

６．解雇の考え方

７．最近時の労務管理の問題・課題

１．組織と組織開発

２．経営理念の共有

３．社内コミュニケーション

４．従業員の参画活動

５．組織の活性化と従業員満足度

4

１．演習： 人事の最新動向を考える

２．日本の人事制度の変遷

３．演習： 日本の人事、成功と失敗の本質

４．経営のグローバル化と人事課題

５．演習： 次の人事課題は何か

６．ＨＲ塾の終わりに
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ＨＲ塾第１６期 参加申込書

ご氏名 （ﾌﾘｶﾞﾅ）

貴社名

ご所属

ご住所 〒

電話番号

メール
アドレス

ご参加期 第１６期

■追って、受付完了のお知らせをＥメールでいたします。

■勝手ながら先着順にて定員２０名となり次第、締切させていただきます。

■ご記入いただきまして個人情報は、セミナー開催のご案内、問い合わせ、情報提供に

使用させていただきます。

※お手数ですが、太枠内必要事項をご記入の上、下記まで送信をお願いいたします。

info@cheplus.com
※下記内容についてお知らせいただければ様式はどのような形でも構いません。

※連絡事項がございましたらご記入ください。

※請求書等を
送付させてい
ただきます
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